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目の前にいる子どもを、
「日本語ができない子ども」
として見ますか。それとも、

「日本語も母語もできる可能性のある子ども」
として見ますか。

どちらの立場に立つかによって、
子どもの未来は180度ちがってきます。

出 典 ／ 文 部 科 学 省 （ 2 0 2 5 ）

「 文 化 的 言 語 的 に 多 様 な 背 景 を 持 つ 外 国 人 児 童 生 徒 等 の た め の こ と ば の

発 達 と 習 得 の も の さ し （ こ と ば の 力 の も の さ し ） 実 践 ガ イ ド 」 2 頁



本研修の流れ

１．「ことばの力のものさし」を学ぶ

２．「公正さ」を支える理論を整理する

３．対話型アセスメント「DLA」を活用する



ステップ

１．「ことばの力のものさし」を学ぶ

２．「公正さ」を支える理論を整理する

３．対話型アセスメント「DLA」を活用する



個に応じた指導・支援のための
「評価の枠組み」

文部科学省 2025年4月発表



開発にあたって

言語教育学
日本語教育

バイリンガル教育
など

地域研究
（ブラジルなど）

国際協力
ボランティア学

教育学
教育社会学等

教育委員会
（神奈川県、岐阜県、
大阪府、兵庫県、横浜
市、西尾市、京都市
など）

NPO／NGO
ボランティア団体

関係者

国内外の研究者 現場のプロ

学際的知見 × 現役教員・指導者の知見

小中高の先生



子どもが持つ
すべての力に光をあてる

「強み」がわかる

子どもも 先生も 輝く
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第5章 実践編
小・中・高・NPO
による３０実践



目的

◆  年齢に伴う認知的な発達を支えることばの力を捉えるため

◆  個に応じた学習・指導計画を立てるため

◆ 子どもの多様な文化的・言語的背景を尊重し、可能性を
最大限に引き出すため



対象

◆ 小学校～高校段階の子ども

◆ 一人でできることだけでなく、

    支援を得て発揮できる最大限のことばの力

◆ ことばの力を２つの軸（マトリックス）で評価

思考・判断・表現を支える
包括的なことばの
発達ステージ

日本語固有の知識・技能の
習得ステップ



20XX/9/3

ステージ
ステップ A B C D E F

8
書く 中3～高校

の目安
読む

聞く・話す

7
書く 小5～中2

の目安
読む

聞く・話す

6
書く

小3～4
の目安

読む

聞く・話す

5
書く 小1～2

の目安
読む

聞く・話す

4
書く

読む

聞く・話す

3
書く

読む

聞く・話す

2
書く

読む

聞く・話す

1
書く

読む

聞く・話す



ブラジルにつながる中学２年生の
ガブリエルさんのプロフィール

年齢： 13歳７ヶ月

来日時期： 13歳３ヶ月

滞日期間： ４ヶ月

ことばの力： ポルトガル語 ＞ 日本語

出 典 ／ 文 部 科 学 省 （ 2 0 2 5 ）

「 こ と ば の 力 の も の さ し 実 践 ガ イ ド 」 4 2 頁



ステップ

１．「ことばの力のものさし」を学ぶ

２．「公正さ」を支える理論を整理する

３．対話型アセスメント「DLA」を活用する



平等と公正の違い

出 典 ／ 文 部 科 学 省 （ 2 0 2 5 ） 「 こ と ば の 力 の も の さ し 実 践 ガ イ ド 」 4 0 頁



理論① 二言語相互依存説

ことば１ ことば２

表層面
音声、文字など

深層面
認知力、教科学習言語能力など

どのようにして
育てていくか

Cummins, J. (1984). Bilingualism and special education: Issues in assessment and pedagogy. Multilingual Matters.

《氷山モデル》



理論② 子どもの言語能力の三側面

会話の流暢度

＝日常場面で話す力

・いつも使う簡単な文法や語彙

・母語の場合は5歳くらいまでに

発達

弁別的言語能力

＝日本語のルール

      （文字、音、文法知識）

・学習または実体験より習得

教科学習言語能力

＝学年に応じた概念と言葉の
理解し使用する力

・日常会話ではほぼ聞かない

低頻度の語彙、複雑な構文、

抽象的な表現

Cummins, J. (2001). Negotiating identities: Education for empowerment in a diverse society.  California Association for Bilingual Education.

習得：２年くらい 習得：５年以上習得：１－２年



理論③ 発達の最近接領

ZPD （Zone of Proximal Development）

ひとりでできること

支援を得てできること
＝学びを起こす活動領域

まだできないこと

ヴィゴツキー レフ著 柴田義松訳（2001）『新訳版・思考と言語』新読書社



ステップ

１．「ことばの力のものさし」を学ぶ

２．「公正さ」を支える理論を整理する

３．対話型アセスメント「DLA」を活用する
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Dialogic 

Language 

Assessment の略



「ことばの力のものさし」を使った見取り

編入学時の
個別面談
聞き取り

支援団体・NPO
などの教室の
様子・情報

授業中の様子
（発表・活動）

休み時間などの
過ごし方

友達の関わり
(下校時）

授業の振り返り
（感想・まとめ、読書感想文など）

授業時のプリント、宿題、テスト
など

母語支援員
（母語の力）

DLA



「ことばの力のものさし」
＝実態を見取るための評価の枠組み

様々な見取り方の一つ

子どもの強み
（できる姿）が

見える！



D L A 実施と評価フローチャート
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「 文 化 的 言 語 的 に 多 様 な 背 景 を 持 つ 外 国 人 児 童 生 徒 等 の た め の 対 話 型 ア セ ス メ ン ト D L A 」 1 0 頁



個に応じた指導・支援のための
「評価の枠組み」

2025年4月 文部科学省発表



DLAワンポイントレッスン動画

ことばの力を引き出す
「技とコツ」を

わかりやすく解説

DLAワンポイントレッスン動画（2025年4月公開版）



成育歴

家族構成

来日時期
滞日年数

公正な評価



ありがとうございました
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